
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●
応
募
規
定 

◯
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部
・
・
・
ひ
と
り
三
句
ま
で
と
す
る
。 

【
お
題
句
の
部
】「
湯
（
温
泉
）
」
に
関
す
る
句
を
必
ず
一
句
お
願
い
し
ま
す
。 

【
自
由
句
の
部
】
お
題
句
の
他
に
、
自
由
句
は
最
大
二
句
ま
で
と
す
る
。 

 

◯
小
中
学
生
の
部
・
・
・
ひ
と
り
一
句
と
す
る
。
お
題
は
自
由
。 

※
未
発
表
の
作
品
と
し
、
二
重
投
句
や
類
似
句
は
選
句
の
対
象
外
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

◯
投
句
料
・
・
・
無
料 

◯
投
句
方
法
・
・
・
裏
面
の
投
句
用
紙
に
住
所
・
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
電
話
番
号 

を
明
記
し
、
応
募
す
る
こ
と
。
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
可
。 

●
審
査
員 

◯
大
類
つ
と
む
先
生(

俳
誌
「
陸
」
同
人
・
山
形
県
現
代
俳
句
協
会
会
長) 

◯
松
田
佳
津
江
先
生(

「
街
」
同
人
・
俳
人
協
会
会
員) 

●
入
選
作
品
の
発
表 

 

各
審
査
員
そ
れ
ぞ
れ
が
入
選
作
品
を
決
定
し
、 

 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表
。（
十
二
月
中
旬
～
一
月
上
旬
） 

※
入
選
作
品
は
、
希
望
者
の
み
へ
郵
送
い
た
し
ま
す
。
下
記
問
合
わ
せ
先
へ 

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
） 

 

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
最
上
町
俳
句
大
会 

令和 
 

【
趣
旨
】
元
禄
二
年(

一
六
八
九
年)

松
尾
芭
蕉
が
旅
の
途
中
に
三
日
間
逗
留
し
た
と 

さ
れ
、
そ
の
際
に
詠
ん
だ
句
が
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
俳
聖 

松
尾
芭
蕉
ゆ
か
り
の
最
上
町
か
ら
俳
句
を
通
し
、
人
の
つ
な
が
り
と
心
の
輪(

和)

を 

広
げ
、
本
町
の
文
化
振
興
に
寄
与
す
る
機
会
と
し
ま
す
。 

令
和
６
年
度 

特
選 
俳
句 

山
の
湯
の
小
さ
き
居
酒
屋
星
ま
つ
り 

 
 

大
類
つ
と
む
先
生 

選 

手
の
ひ
ら
と
い
う
手
の
ひ
ら
に
栗
持
た
す 

松
田
佳
津
江
先
生 

選 

 

【 

募
集
期
間 

】
令
和
七
年
七
月
一
日(

火)

～
十
月
三
十
一
日(

金)

当
日
消
印
有
効 

 
 

 

7 年度 

 

●
表
彰 

各
審
査
員
ご
と
に 

 
 

□
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部 

 

※
お
題
句
の
部
よ
り 

 

特
選
『
赤
倉
ゆ
け
む
り
館
賞
』 

一
句 

※
お
題
含
む
全
作
品
～ 

特
選
一
句 

優
秀
二
句 

佳
作
三
句 

入
選
数
句 

 

 
 

□
中
学
生
の
部 

 

優
秀
句
三
句 

 
 

□
小
学
生
の
部 

 

高
学
年(

六
・
五
・
四
年)

の
部 

優
秀
句
三
句 

低
学
年(

三
・
二
・
一
年)

の
部 

優
秀
句
三
句 

 
〇
入
選
者
に
は
入
選
作
品
集
と
最
上
町
の
特
産
品
を
送
付
。 

〇
小
中
学
生
の
入
選
者
に
は
図
書
カ
ー
ド
１
，
０
０
０
円
を
進
呈
。 

※
入
選
作
品
発
表
後
、
過
去
に
類
似
す
る
句
が
あ
る
と
判
明
し
た
際
は
、
入
選
を
取
り
消
す
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 ●
主
催 

最
上
町
・
最
上
町
教
育
委
員
会
・「
お
く
の
ほ
そ
道
」
赤
倉
ゆ
け
む
り
館 

 

●
後
援 

最
上
町
観
光
協
会
／
赤
倉
温
泉
観
光
協
会
／
瀬
見
温
泉
旅
館
組
合 

最
上
町
芸
術
文
化
団
体
協
議
会 

 



 
 

 

 

【投句方法】 
必要事項を記入し、下記の投句先に直接ご応募ください。 

または最上町立中央公民館に郵送してください。 

(FAX・メールも可) 

【投句先】（直接、投句箱へ投句する場合） 
 ・旧有路家住宅（封人の家） 
 ・おくのほそ道赤倉温泉ゆけむり館 
 ・最上町立中央公民館 

 ・道の駅もがみ「あっつぇ」 

【問合せ・郵送先】 

〒999-6101 

山形県最上郡最上町大字向町 674（中央公民館内） 

「最上町教育委員会 教育文化課 生涯学習室」 

【TEL】0233-43-2350 【FAX】0233-43-2265 

【E-mail】gakushu@town.mogami.lg.jp  

令和７年度 

「おくのほそ道」最上町俳句大会 投句用紙 

俳
　
号

氏
　
名

ふ

り

が

な

〒

(

　
　
　
―

　
　
　

)

住
　
所

(

小

中

高

校

生

の

み

)

学
校
名

電
　
話

最上町教育委員会  

お題「時」

または

自分の日常生活

に関する俳句

※
学
年
の
記
入
も
お
願
い
し
ま
す 

(

日
中
、
連
絡
の
と
れ
る
お
電
話
番
号) 

よみ よみ よみ 

※
入
選
作
品
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
い
た
し
ま
す
。（
十
二
月
中
旬
～
一
月
上
旬
） 

※
入
選
作
品
集
は
、
希
望
者
の
み
へ
郵
送
い
た
し
ま
す
。
上
記
問
合
せ
先
へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
等
で 

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
） 

※
枠
の
中
に
楷
書
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
漢
字
に
は
、
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部
（
お
題
句
）
必
ず
一
句
は
、「
湯
（
温
泉
）」
に
関
す
る
句
（
自
由
句
と
合
わ
せ
て
ひ
と
り
三
句
ま
で
） 

※
小
中
学
生
の
部 

（
お
題
） 

自
由
。 

ひ
と
り
一
句
ま
で
。 

  

お題     

「湯（温泉）に 
関する一句」 


